
 

専 門 分 野 Ⅰ ・ 基 礎 看 護 学 実 習 の 計 画 

 

授業科目 基礎看護学実習Ⅰ 基礎看護学実習Ⅱ 基礎看護学実習Ⅲ 

 

 

実習目的 

入院患者への看護援助

を通して、対象者ならび

に療養生活の理解を深

める。 

療養患者の基本的ニー

ズを充足するための援

助を通して、看護の対象

となる患者の特性を理

解し、看護について考え

られる。 

対象のニーズに応じた

援助を実践するための

看護過程の基礎を学ぶ。 

 

 

 

 

 

実習目標 

１. 入院患者とのコミ

ュニケーション、日常生

活援助の見学・実施を通

して、生活者として対象

を理解することができ

る。 

２. 患者の入院生活に

対する思いや体験して

いることに関心を向け

て関わることができる。 

３. 看護者として望ま

しい態度、責任ある行動

がとれる。 

１. 患者との看護場面

を通して、患者の基本的

ニーズを充足するため

の看護について理解で

きる。 

２. 患者が必要として

いる日常生活援助を安

全・安楽・自立の看護原

則にもとづいて看護師

の指導を受けながら実

施できる。 

３. 援助場面を通して

自己を振り返り、看護に

ついて考えられる。 

４. 看護者として望ま

しい態度、責任ある行動

がとれる。 

１. 患者の体験してい

ることに共感的な理解

を示しながら患者との

援助関係を築くことが

できる。 

２. 疾病・治療が患者

に与える影響を理解し、

患者のニーズを充足す

るための看護が理解で

きる。 

３. 患者のニーズを充

足するための援助を安

全・安楽・自立性を考慮

し、指導のもとで実施で

きる。 

４. 看護者として望ま

しい態度、責任ある行動

がとれる。 

 

実習方法 

病態が安定し、コミュニ

ケーションがとれる患

者を１名受け持ち、日常

生活援助の見学・実施。 

患者を１名受け持ち、疾

病・治療状況を理解しな

がら、日常生活の援助を

実施する。 

患者を１名受け持ち、看

護過程を展開する。 

実習時期 1年次後期 1年次後期 2年次前期 

単位・時間数 1単位 45時間 1単位 45時間 1単位 45時間 

 

 

評価 

実習状況、実習レポート

等から総合的に評価す

る。 

実習評価表は実習要綱

に掲示する。 

実習状況、実習レポート

等から総合的に評価す

る。 

実習評価表は実習要綱

に掲示する。 

実習状況、実習レポート

等から総合的に評価す

る。 

実習評価表は実習要綱

に掲示する。 

先修条件 
なし 基礎看護学実習Ⅰの単

位修得 

基礎看護学実習Ⅱ、臨床

看護演習の単位修得 

 


